
登録記念物への登録 



《登録記念物（名勝地関係）の新登録》 ２件 

１ 清水
し み ず

氏
し

庭園
ていえん

【岡山県笠岡市
かさおかし

】 

清水氏庭園は笠岡市生
お

江
え

浜
はま

地区に所在する。生江浜は寛
かん

文
ぶん

９年（１６６９）に干拓堤防

が完成し新田が開かれたが、それまでは遠浅の海が広がり、岩礁もあった。 

清水氏は江戸時代に笠岡の町で廻船
かいせん

問屋
ど ん や

を営み、生江浜に別邸を構えていた。この別邸

が後に本宅となり、現在に至っている。清水氏庭園が造られた時期については明確なこと

はわからないが、僧侶で俳人の蝶夢
ちょうむ

（１７３２－１７９６）が安永
あんえい

８年（１７７９）に清

水氏の別邸を訪れ、庭園の様子等を記述していることから、この頃には庭園が存在してい

たことは確実である。 

住宅と庭園がある敷地は、南北に延びる高台の斜面の東側に位置する。斜面裾部に細長

い園池
え ん ち

を設け、その北東部に主屋が建つ。主屋から見ると右から左奥に向かって、斜面の

裾に沿って花崗岩
かこうがん

の露岩と転石が、その手前に園池が延びる。主屋の軒先や園池の周囲に

は飛石が打たれ、また斜面には階段や園路が設けられている。植栽は池の護岸や斜面の裾

のクロマツと随所に配されたツツジ類を中心とする。 

清水氏庭園は当該地域の造園文化の発展に寄与した意義深い事例である。 

２ 黒ヶ浜
くろがはま

及びビシャゴ岩【大分県大分市
おおいたし

】 

黒ヶ浜は、大分県東部、佐賀関
さがのせき

半島
はんとう

の先端部に近い南岸の大黒
おおぐろ

地区に所在し、沿岸のビ

シャゴ岩とともに観賞されてきた名勝地である。地質的には三波川変成岩類
さんばがわへんせいがんるい

が分布する三

波川帯に属し、泥質
でいしつ

片岩
へんがん

などの結晶片岩類を基盤とするが、特に大黒地区付近には大規模

な蛇
じゃ

紋岩
もんがん

体が分布し、海岸部に露頭している。これらの蛇紋岩は、乾湿の作用を繰り返し

受けて細粒化する特徴があり、佐賀関半島付近の早い潮流によって小さな砂は流れ去り、

研磨された大きめの礫や石のみが沿岸に堆積して、延長約３５０ｍに及ぶ漆黒の礫海岸を

形成してきたものと考えられる。 

黒ヶ浜を挟む岬の沿岸には岩礁が点綴
てんてい

して、特にその南側に位置し、大小２つの岩塊か

ら成るビシャゴ岩は、黒ヶ浜に臨み一体の風致景観を成している。黒ヶ浜の奇観は、佐賀

関半島西部の南岸に所在する白ヶ浜
しろがはま

とともに紀行や地誌に紹介されてきたもので、ビシャ

ゴ岩は、沿岸航行の安全を見守る海女の黒砂
い さ ご

と真砂
ま さ ご

の二神の伝承から姉妹岩とも呼ばれて

いる。また、黒ヶ浜は、春季に見られる海藻の天日干しの風物詩とともに、地域住民によ

って継続的に清掃活動が行われるなど大切に手入れされてきた。特に近世以降、広く知ら

れてきた海岸の景勝地であり、地域住民によって保全されている事例として意義深い。 
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